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↓

新

し

く

て

き

た

建

物

環

境

笠

備

前

の

建

物

←

改
良
住
宅
完
成
グ

勝
浦
町
が
、
環
境
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て

二
カ
年
計

画
で
進
め
て
い
る
小
集
落
地
区
改
良
住
宅
が
こ
の
た
び
完
成

し
ま
し
た
。

」
の
事
業
は
第

一
年
次
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
度

の
国
庫
補
助
金
を
受
け
、
同
和
対
象
地
区
内
の
空
家
、
不
良

住
宅
を
十
二
戸
取
り
こ
わ
し
、
そ
の
地
区
内
の
環
境
改
善
を

図
る
と
と
も
に
‘
そ
の
住
宅
で
居
住
し
て
い
た
方
に
入
居
し

て
い
た
だ
く
改
良
住
宅
と
し
て
中
角
玉
の
木
団
地
に
十
戸
建

築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
こ
の
改
良
住
宅
の
建
設
事
業
を
四
十
八
年
度

に
お
い
て
も
十
戸
建
築
す
る
計
画
を
し
て
お
り
、
健
康
に
し

て
文
化
的
な
生
活
が
営
め
る
よ
う
環
境
改
善
事
業
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

一

昭
和
四
十
八
年
度
町
税
決
ま
る 

ω
交

通

安

全

講

座

・

曜

農
用
地
区
域
の
線
引
き
案
を 

0

背
年

・
若
妻
戸
の
各
学
級
を
り
一

市
告
示
、
縦
覧
し
て
い
ま
す
じ
婦
人
・
老
人
」
開
識
し
ま
す

ぺ

勝

浦

町

土

地

改

良

区

)
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納
付
の
方
法
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勝
浦
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

か
る
た
め
あ
ら
か
じ
め
、
指
定
金
融

機
関
の
納
税
貯
金
の
残
高
を
お
確
め

の
う
、
ぇ
、
準
備
預
金
を
励
行
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

金
融
機
関
の
事
務
の
都
合
も
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
(
少
な
く
と
も
毎

月
納
期
限
の
十
日
前
ま
で
)
預
け
入

れ
く
だ
さ
る
よ
う
お
-願
い
し
ま
す
。

近
く
納
税
通
知
書
が
発
布
さ
れ
ま
す
。

ひ
ご
ろ
納
税
に
つ
い
て
は
、
組
合
員

径
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
納
税
意
識

も
高
ま
り
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
こ

と
は
厚
く
感
謝
じ
ま
す
と
と
も
に
、

な
お
い
っ
そ
う
の
納
期
内
納
付
を
は

歳出� '(目的別)

歳 入

昭
和
四
十
八
年
度
町
税
も
決
ま
り

-

納

期

内

納

付

・
納
税
貯
金
は
早
め
に

(
金
額
は
、
千
同
単
位

会
計
予
算
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
の
勝
浦
町

一
般

昭
和
四
十
八
年
度
の

般
会
計
予
算
の
概
要

町

税

の

納

付

は

生
名
お
よ
び
星
谷
簡
易
郵
便
局
、
徳

島
相
互
銀
行
勝
浦
支
庖
、
阿
波
銀
行

勝
浦
支
居
、
勝
浦
農
協
本
部
お
よ
び

リ
ー
マ

ン
(
夫
婦
と
子
供
二
人
)
の

減
税
額
は
、
年
収
二
百
万
円
の
か
た

で
約
一
一
力
三
千
円
、
年
収
三
百
万
円

で
は
約
二
万
四
千
八
百
円
と
な
り
ま
す
。

税
務
保
険
課

こ
れ
ら
の
引
き
上
げ
に
よ
る
サ
ラ

減

税[査官

項 目 改正前 改正後(48年分)

基 礎 控 除 �  

配偶者控除�  

棋( 1聖人当控。除} 

いた唱だ合し配{情l喝人暑が自}な� 

老人扶養控除� 

障害者控除�  

特別j障害者控除� 

20万円� 

20万円� 

14万円� 

15万円� 

16万円� 

12万円� 

16万円� 

20方7，5∞円

20万7，5∞円

15万5，000円

17万2，5∞円

18万2，5∞同

12万7，5∞円

18万2，5∞円

寡婦控除�  

老年者控除�  

勤労学生控除� 

12万円� 

12万円� 

12万円� 

12万7，5∞円

12万7，5∞円

12方7，5∞円

指
定
金
融
機
関

(生
比
奈
農
協
、

一
、
納
税
貯
蓄
組
合
員
の
方

知
書
は
六
月
十
日
付
で
発
布
し
ま
す

か
ら
納
期
限
内
に
必
ず
納
め
て
く
だ

さ
い
。町

税
は
町
民
税
、
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
で
あ
り
、

各
税
金
を
合
計
し
、
本
年
六
月
よ
り

明
年

一
月
ま
で
の
八
カ
月
に
分
割
し

納
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

の
町
税
が
決
ま
り
ま
し
た
。
納
税
通

国民健康f穀食税アップ/

引き上げ率� 
お年寄りや、乳児の医療無料化の 影響と、 一 般

26.50%の方の受診車増加、医療費改訂等にと も な い 多 額

(県下平均21，35%) の医療費負担を要しますの で、保険 会計を維持す

るため全般に引きあげなりました。また、負担割

合を国の基準に近づけるため課税割 合 が一 部変更

され 、所得割、人員割、世帯割の車が上りました

ので併せてお知らせします。 税務保険課J金

) 

近
〈
配
布
さ
れ
る
納
税
通
知
書

昭
和
四
十
八
年
度
町
税
決
ま
る
/

近

日

納

税

通

知

書

を

発

布

昭
和
四
十
八
年
度
分
の
み
な
き
ん

与
川
内
事
業
所
、
な
ら
び
に
坂
本
事

業
所
、
坂
本
郵
便
局
、
四
国
銀
行
小

松
島
支
底
)
の
納
税
お
よ
び
普
通
貯

金
よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
(
納

付
替
は
一

括
し
て
指
定
金
融
機
関

へ

送
付
し
て
あ
り
ま
す
。
)

二
、
納
税
貯
蓄
組
合
員
以
外
の
方

次
の
納
付
場
所
へ
納
付
し
て
く
だ

き
し
。

勝
浦
町
役
場
収
入
役
か
、
つ
ぎ
の

収
納
代
理
機
関
へ
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
阿
波
銀
行
勝
浦
支
底
、
徳
島
相

互
銀
行
勝
浦
支
居
、
四
国
銀
行
小
松

島
支
庖
。

ー
減
税
さ
れ
る

「
ー
ー
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金

最
近
に
お
け
る
所
得
、
物
価
水
準

の
動
き
や
給
与
所
得
者
の
増
加
傾
向

を
考
え
て
、
こ
と
し
も
所
得
税
の
減

税
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
所
得
控
除

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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(五

月

一
日
発
行
)
九
ペ
ー
ジ 

み
か
ん

づ
く
り
で
思
う
。
で
、
勝
浦
町
果
樹

併
交
会
は
、
勝
浦
町
白
木
樹
研
究
会
の

あ
や
ま
り
で
す
の
で
、
訂
正
し
お
わ

び
し
ま
す
。 m

m
F
m
m

E
E

uH

「
昭
和
四
十
八
年
度
米
生
産
調
整
」

休
耕
回
が
荒
廃
地
に
な
ら
ぬ
よ
う

管

理

を

じ

ゅ

う

ぶ

ん

に

米
生
産
調
整
事
業
に
よ
る
休
耕
回
て
し
る
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら

を
実
施
し
て
い
る
農
家
の
方
は
、
病
の
生
産
を
考
慮
し
て
荒
廃
地
に
な
ら

害
虫
の
発
生
源
に
な
ら
ぬ
よ
う
管
理
ぬ
よ
う
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
管
理
を
お
こ

に
ご
配
慮
願
っ
て
い
る
こ
と
と
お
も
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

い

ま

す

。

夏

期

雑

草

を

基

本

と

し

た

、

休

耕

特
に
、
本
年
を
も
っ
て
休
耕
田
に
困
対
策
計
画
を
つ
ぎ
の
と
お
り
た
て

対
す
る
補
助
金
は
打
ち
切
り
と
な
っ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
も
と
づ
き
町

。
農
地
の
転
用
は
事
業
着
手

五
十
日
前
ま
で
に
申
請
を
々

農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
、
植
林
な

受
け
て
く
だ
さ
い
。

ど
他
の
も
の
に
利
用
す
る
場
合
は
、

(
農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
法
の
規
定
に
よ
る
転
用
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
知

事
の
許
可
を
受
け
ず
無
断
で
転
用
し

た
場
合
は
内
容
に
よ
り
三
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
、
原
状
回
復
の
勧
告
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農

地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
者
は

事
業
に
着
手
す
る
五
十
目
前
ま
で
に

農
業
委
員
会
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
農
業
委
員
会
は
毎
月
十

五
日
ま
で
に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
を

審
議
し
て
県
へ
進
達
し
て
お
り
ま
す

か
ら
、
急
を
要
す
る
場
合
は
、
毎
月

十
五
日
ま
で
に
申
摘
く
だ
さ
る
と
と

も
に
必
ず
地
元
農
業
委
員
に
連
絡
し

農
地
の
転
用
は
必
ず
許
可
を

て
定
例
会
ま
で
に
現
地
の
下
調
査
を 

内

一
斉
に
防
除
に
あ
た

っ
て
く
だ

さ

句

よ

り

八

月

中

旬

に

耕

う

ん

と

草

刈
り
、
な
ら
び
に
薬
剤
き
ん
布
を

一

、

越

年

雑

草

防

除

対

策

行

い

雑

草
お
よ
び
病
害
虫
の
防
除

連
年
休
耕
回
は
、
冬
期

間

よ

り

徹

底

を

は

か

る

。

放
任
さ
れ
た
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
ニ
、
単
年
雑
草
防
除
対
策

る
た
め
予
夏
型
雑
草
の
発
芽
直
後
本
年
初
め
て
休
耕
回
と
し
て
い

を
ね
ら
い
、
五
月
中
旬
よ
り
六
月
る
場
合
も
一
、
に
準
じ
て
耕
う
ん
、

上
旬
に
雑
草
の
発
生
状
態
、
土
壌
草
刈
り
、
薬
剤
さ
ん
布
を
お
こ
な

の

乾

湿

な

ど

を

考

慮

し

て

適

切

な

い

防
除
の
徹
底
を
は
か
る
。

薬

剤

散

布

を

行

う

。

ま

た

七

月

中

産

業

農
用
地
区
域
の
線
引
き
案
を

告
示
、
縦
覧
し
て
い
ま
す

「
農
業
掻
輿
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
昭
和
四
十
四
年
か
ら
順
次
地
域

指
定
が
行
な
わ
れ
そ
れ
に
基
づ
い
て

農
用
地
区
域
の
確
定
、
高
度
利
用
計

画
の
樹
立
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
昭
和
四
十
八
年
度
で
全
国
的
に

農
用
地
の
設
定
が
終
り
、
い
よ
い
よ

こ
の
制
度
が
全
面
的
に
適
用
さ
れ
幾

業
の
振
興
に
関
す
る
諸
事
業
な
ど
は

に
も
と
づ
い
て
農
用
地
を
決
定
し
促

進
協
誠
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
の
で

「
農
用
地
利
用
計
画
案
」
を
五
月
三

十
一
日
公
告
し
て
六
月
一
日
か
ら

六
月
三
十
日
の
三
十
日
間
町
持
場 

産

業

課 諜

ぷ
山
田
山
叫
町
立
山
ぷ
山
内
…
田
川…町一

老
人
医
療
費

受
給
者
証
の

更
新
申
請
を

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
老
人
医
療

費
受
給
者
証
は
六
月
三
十
日
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
、
新
た
に
受
給
者

証
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
今
、
使
わ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は

六
月
末
日
ま
で
に
お
返
し
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

該
当
者
に
は
、
ご
通
知
い
た
し
ま

す
か
ら
そ
の
方
は
、
老
人
医
療
費
受

給
者
証
交
付
申
請
書
、
お
よ
び
更
新

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課

農
用
地
区
域
内
の
掻
興
を
中
心
と
し

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
で
も
昭
和
四
十
六
年
度
に
指

定
を
う
け
昨
年
三
月
に
各
地
区
に
お

い
て
周
知
会
を
開
催
し
同
時
に
農
家

の
意
向
調
査
、
農
地

の
今
後
の
利
用

計
画
の
申
告
な
ど
を
依
頼
し
、
こ
れ

-
で
縦
覧
い
た
し
て
お
り
ま
す
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
案
に
対
し
て

異
議
の
あ
る
方
は
縦
覧
期
間
終
了
の

翌
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
異
議
申
し

立
て
が
で
き
ま
す
。

農
用
地
が
確
定
い
た
し
ま
す
と
農

業
専
用
地
と
し
て
宅
地
な
ど
他
の
用

途
に
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
農
道
、
土
地
改
良
そ
の
他
の
諸

事
業
は
、
農
用
地
で
な
け
れ
ば
補
助

金
や
長
期
融
資
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
税
に
お
い
て
も

農
用
地
利
用
に
つ
い
て
町
の
勧
告
、

県
の
調
定
、
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ

ん
に
よ
る
移
動
に
対
し
て
韻
渡
所
得

の
特
別
控
除
、
貿
換
え

の
場
合
の
特

例
登
録
免
許
税
の
軽
減
、
不
動
産
取

得
税
の
減
額
な
ど
の
優
偶
が
あ
り
、

相
続
、
贈
与
の
場
合
の
評
価
に
も
純

農
地
と
し
て
取
り
扱
か
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おわび
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L
総
代
会
議
長
、
副
議
長
の
選
任

母
子
福
祉
会
役
員
が

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
を
慰
問

勝
浦
町
母
子
福
祉
会
役
員
(
会
長

高
回
マ
サ
ヱ
他
役
員
二
十
七
名
)
が
、

ひ
と
り
暮
し
の
お
年
寄
り
を
励
ま
そ

う
と
、
き
る
五
月
十
二
日
手
づ
く
り

の
お
す
し
や
お
菓
子
を
持
っ
て
、
日

ご
ろ
身
寄
り
の
な
い
お
年
寄
り
十
八

名
を
訪
問
し
、
か
ら
だ
の
調
子
や
心

配
ご
と
を
た
ず
ね
て
元
気
づ
け
ま
し

jJlJ 型里� (2) 

由，

¥、戸

;fill:l lJ!
11111111jJIl?121: 


久 国 棚 野 横 持覇 中 山 与川内� 

i盟

3出也� 

IK 

中山秋松市

西 国成平原

昌 明 繁宏

修男雄夫之

堀久原広大

保井谷

一 福秀常奔

夫次造吉平

穏末亀呑岡折谷

台広井口 野脇

精 健

実笑随 一 敬一林

三 夫雄郎 二 郎亡

北広神倉滑

内神高原坪水

恒 春 文

努男忍徹雄

坂高山

部山野

誠 忠
一進男

氏

名

沼掛 山

江谷 西
今 山 黒岩 星 谷 中 角 生 名

選

公出証

区

松湯 真 山寺井生藤 森西

下� i実木下尾出回木 野野

箆

滋忠 久孝 一 太 光重

美男 夫雄保郎敏郎 男之

海中坂国清寺尾 古小中増安富 仲山戸出加

ロ西日 井西酒井 回本川 葉 々

奨

俊幸貞 鶴 義泰宏�  ~ 敏利

夫 一雄栄一 浩実ま桂明 E首光 量� E宏 男 守 �  

氏

名

別
表
付
勝
浦
土
地
改
良
区
総
代

十
七
日
総
代
選
挙
を
執
行
、
別
表
付

記
載
の
か
た
が
た
が
当
選
就
任
さ
れ

ま
し
た
が
、
五
月
十
四
日
そ
の
第

一

回
総
会
を
町
役
場
で
開
催
、
次
の
十

一
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

っ
た
勝
浦
土
地
改
良
区
で
は
、
四
月

勝
浦
町
土
地
改
良
区

第
一
回
総
代
会
ひ
ら
く

本
年
三
月
知
事
の
設
立
認
可
の
あ

二
氏

(
三
渓
)
副
議
長
に
は
坂
口
貞

雄
氏

(星
谷
)
が
選
任
さ
れ
就
任
し

別
表
口
勝
浦
土
地
改
良
区
役
員

ま
し
た
。

叩
の
役
員
選
挙
の
結
果
別
表
同
記

載
の
か
た
が
た
が
そ
れ
ぞ
れ
理
事
、

ま
た
は
幹
事
に
当
選
就
任
さ
れ
、
互

選
に
よ
り
理
事
長
に
堺
福
一
、
副
理

事
長
に
古
田
源
一

、
山
路
保
義
の
各

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

砂
お
元
気
で
す
か
。

2
昭
和
四
十
七
年
度
収
支
仮
決
算

3
昭
和
四
十
八
年
度
事
業
計
画

4
昭
和
四
十
八
年
度
収
支
乎
算

ふ

一
時
借
入
金
の
限
度
額 

6
取
引
金
融
機
関
の
指
定

7
農
林
漁
業
資
金
の
借
入
限
度
額

。ι
地
区
除
外
等
処
理
規
程
の
制
定

3
土
地
改
良
施
設
管
理
規
程
の
制
定

日
役
員
選
挙

な
お 
L
の
総
代
会
議
長
に
、
岡
敬

老
木
園
の
改
植

優
良
品
種
の
更
新
奨
励

ー
苗
木
に
対
し
助
成
措
置
|

昨
年
の
み
か
ん
価
格
の
暴
落
は
、

み
か
ん
農
家
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

た
。
本
町
が
、
み
か
ん
の
町
と
し
て

発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、

総
合
施

策
と
と
も
に
、
市
場
(
消
費
者
)
か

ら
み
た
み
か
ん
作
り
が
要
請
さ
れ
る
。

本
町
は
、
旧
産
地
で
あ
る
だ
け
に
老

木
園
が
多
く
、
ま
た
、
不
良
系
統
品

種
の
み
か
ん
圏
、
さ
ら
に
、
早
生
、

在
来
系
品
種
の
混
植
園
も
多
く
み
う

け
ら
れ
る
。
こ
ん
後
、
京
阪
神
市
場

か
ら
み
か
ん
の
特
産
地
と
し
て
期
待

さ
れ
る
た
め
に
は
、
思
い
き
っ
た
優

良
品
種
の
更
新
等
が
必
要
で
あ
る
。

勝
浦
町
で
は
、
優
良
品
種
更
新
十

ヶ
年
計
画
を
企
て
、
そ
の
対
策
、
助

成
措
置
の

一
つ
と
し
て
、
昭
和
四
十

八
年
度
か
ら
苗
木
代
に
対
し
、
五
分

の
一
の
補
助
率
で
、
各
農
家
の
改
植
、

更
新
計
画
に
も
と
づ
き
助
成
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
く
わ
し

い
こ
と
は
、
町
役
場
産
業
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
ご
意
見

を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

産

業

課

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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l
O
O O

Oi

フ
ァ

六 

倍
液

三
十
日
、 

倍
液
か
、
ま
た
は
ス

O
O

i

ムムム
五 

倍
)

三
十
日
、 

二 
ム

フ
ァ 

l

O
C

六 

倍
に
エ
ル
サ
ン
ポ

和
剤
八 

プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
二
、
0
0
0倍

".-、

i

二、

lM
O M

i

あ
た
り
三 

a

O
O
g

a

る
。
チ
ッ
ソ
七
・ 

O

※
二
十
五
日
1

三
十
日
の
有
機

リ
ン
剤
使
用
害

虫
防
除
は
、
五

月
の
硫
黄
合
剤

が
散
布
で
き
な

か
っ
た
圏
で
害

虫
防
除
の
必
要

閣
の
み
使
用
と

し
、
天
敵
放
飼

園
で
は
本
期
の

コ
ー
ト 

五
十
倍
を
株
本
に
散
布
、

わ
せ
共
同
出
荷
を
す
る
の
が
よ
い
。

S

ま
た
は
捕
殺
、
殺
卵
を
行
な
う。

鴬
宿
種
を
例
に
と
れ
ば
十
日 

十

夏
肥
の
施
用

五
日
が
収
穫
適
期
で
あ
る
。

A
W

⑨
水
稲
(
田
植
え
、
分
け
つ
期
)

蔵
力
を
持
た
せ
る
た
め
、
梅
雨
後
期

一
、
苗
代
防
除
お
よ
び
除
草

普
通
温
州
国
で
は
果
実
肥
大
と
貯

の
土
壌
水
分
の
多
い
時
に
施
用
す
る
。

ム

田
植
え
前
、
イ
モ
チ
病
、
ウ

ン

早
出
し
圏
、
早
生
混
州
閣
は
今
期
の

ヵ
、
ヨ
コ
バ
イ
に
カ
ス
ナ

ッ
ク
粉

夏
肥
は
絶
体
に
施
用
し
な
い
。
十

旬
、
リ
ン
サ
ン

サ
タ 

ン 

粒
剤
三 
1
四
同 

一=
、
除
草
剤
散
布 

(
田
植
後
七
日
こ
ろ
ま
で 
)
漏
水

粒
剤 

(
田
植
後
二 

三
日
ご
ろ 
)
を
三 
1
四
同
使
用
す

る
。

剤
を

一 

散
布

あ
た
り
成
木
閣
で
は
次
の
通
り
で
あ

す
る
。

ム

田
植
後
、
ヒ
エ
、
そ
の
他
雑
草
に

四

・
二
均
、
カ
リ
五

・
六
同 

柑
橘
(
生
理
落
果
期
)

今
月
は
雨
天
が
多
く
水
田
作
業
も

重
な
り
多
忙
な
月
で
す
。
計
画
的
に

作
業
を
進
め
薬
剤
散
布
を
優
先
し
ま

し
ょ
う
。
早
生
温
州
の
本
年
の
防
除

体
制
は
普
通
混
州
と
切
り
は
な
し
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

一
、
病
害
虫
防
除
と
摘
果
剤
散
布
。

イ
そ
う
か
病
、
こ
く
て
ん
病
、

各
種
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

@
普
通
温
州

五
日 
1
十
日
、

六
!
六
式
ボ
ル

ド
ー
液 

(硫
黄
剤
散
布
後
十
日
以

上
間
隔
を
あ
け
る
こ
と
。)

十
五
日
1
二
十
五
日
、
摘
果
剤

O
o

二
十
五
日 m 

(ナ
フ
サ
ク
粉
末
の
四、

M
ダ
イ

@
早
生
温
州

O 

ム

十

日 
1
二
十
日
、
摘
果
剤
二 

O
O

o
m
(ナ
フ
サ
ク
粉
剤
の
四
、

倍
)

二
十
五
日 

を
使
用
す
る
。 

M
ダ
イ 五 

有
機
リ
ン
剤
使
用
は
い
け
な
い
。

夏
草
に
は
十

※

摘

果

剤
は
着
花
の
多
い
圏
で
は

励
行
す
る
。
散
布
は
葉
果
比

一 

対

一
を
め
ど
と
し
そ
れ
以
下
は
使

i
用
の
こ
と
。
満
開
後
二
十
五 

三

十
五
日
ご
ろ
が
よ
い
。

ロ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
エ
カ
キ
ム
シ
は


硫
酸
ニ
コ
チ
ン
八 
O
O
倍
か
ア

ッ


パ
ー
水
和
剤

一
、

0
0
0倍
液
を


五 

七
日
お
き
に
散
布
す
る
。 i

ハ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
は
サ

ッ
チ
ュ
ウ O

摘
果
は
普
通
温
併
で
実
一
つ

に
対
し

l
二
十
五
枚
程
度
に
す
る

葉
が
二
十 

あ
た
り
ハ
イ
パ

田
に
は 

a

O

に
サ 

フ
ァ
ク
タ

を
加
え
水
二 

l

o
o 

ー
×
三 

o
o
d

O
O
g

ン
ト
三 

O

に
と
か
し
散
布
す
る
。
使
用
に

あ
た
っ
て
は
付
近
の
水
田
に
流
入

tし
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

宿
根
草
は
ポ
ミ
カ
ル
水
和
剤、

カ
ソ
ロ
ン
粒
剤
を
使
用
す
る
。

(
前
月
号
参
照
の

こ
と 
)

ニ
、
本
田
元
肥
、
追
肥
の
施
用

施
肥
設
計
に
も
と
づ
き
本
田
元
肥
、

追
肥
を
施
す
。
施
用
量
は
次
の
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

T ま� 
E でな�  
L おお

一一 間不
三Eーとし、日月
二二二二� b ，作

五五� z圭
九八:忌}ま
農〈農
業だ業

圃
柿
(
生
理
落
果
期
)

O
病
害
虫
防
除

た
ん
そ
病
、

火
力
発
電
所
の
排
煙
と
ス
モ
ッ
グ

ら
く
よ
う
病
、

ヘ
十
五

タ
ム
シ
防
除
に
は
上
旬
三

式
石
灰
ボ
ル
ド
ー
液
に
枇
酸
鉛
四

0
0倍
、
ま
た
は
パ
ダ
ン

一
、
0 

0
0倍
液
を
加
え
散
布
す
る
。 

※

枇
酸
鉛
は
収
穫
前
回
、
五
日
以

内
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
使
用
回
数
は
年
一
回
以
内
と
す
る
。 

⑨
梅
(
収
種
期
)

一
、
病
害
防
除

0
0倍
液
を
上
旬
に
散
布
す
る
。

ニ
、
収
積

く
ろ
ほ
し
病
に
は
ダ
イ
セ
ン
四

植
栽
品
種
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
適

期
が
あ
る
の
で
と
り
お
く
れ
な
い

よ
う
に
し
、
農
協
の
集
荷
日
に
あ

煙
突
の
有
効
宵聞
き
を
高
く
す
る
こ

と
は
、
ス
モ
ッ
，
グ
現
象
の
防
止
に
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。
一

般
に
空
気
中

の
温
度
は
、
地
表
面
が
高
く
上
空
ほ

ど
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

冬
の
朝
な
ど
に
地
面
が
冷
え
こ
み
、

一 

二
五

O
m
ぐ
ら

い
上
空
の

O
O
j

気
温
が
地
面
近
く
よ
り
高
《
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
気
温
の
逆

転
と
い
い
、
大
都
会
で
は
、
逆
転
層

の
下
で
低
い
煙
突
か
ら
の
煙
と
自
動

車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
が
霧
と
い
っ
し

ょ
に
な

っ
て
ス
モ
ッ
グ
現
象
を
お
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
場
合
で
も
、
火
力
発
電

所
の
煙
は
、
高
い
煙
突
か
ら
勢
い
よ

く
空
に
吹
き
あ
げ
ら
れ
、
逆
転
層
を

突
き
ぬ
け
て
四

0
0
1
五 

に

達
し
ま
す
か
ら
、
ス
モ
ッ
グ
の
原
因

O
O
m

と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

逆転居とスモッグ

本

立地条件� 

月巴沃回

:rc 月巴

磁力 Jレ 160~

塩化リン安 l 号40~

中間追肥

原則として必要なし

回

普通回
桂カ ノレ 160匂

リンカ日安14号30勾
リン加安14号� 20勾

秋落田
石圭カル� 160A干

塩化� 1)ン安� l号20勾
国型� l号� 60~ 

施し方 代かき前に会層に施田
用する

摘後初日以内に施用
のこと。国型は回植後� 
7日ごろにふみこむ� 

セきセ
ンいン
タ 。タ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ

MUS04
テキストボックス
四国電力だより
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交
通
安
全
講
座
(
そ
の
ニ
+
ご

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

勝
浦
町
内
の
道
路
は
、
道
幅
が
狭

校
の
と
き
な
ど
、
二
台
以
上
が
横
に

並
ん
で
通
行
し
て
い
る
の
を
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、
道
路
交
通
法
に
違
反

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
動
車
な
ど

が
き
た
場
合
、
自
転
車
と
自
転
車
が

も
つ
れ
た
り
し
て
大
き
な
事
故
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

同
車
間
距
離
ま
え
を
走
っ
て
い
る

自
動
車
や
自
転
車
が
、
急
に
止
ま
っ

て
も
こ
れ
に
追
突
し
な
い
で
き
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
車
間
距
離

を
保
っ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
学
童
が
、
登
下
校
の
と
き
な

ど
に
、
多
く
の
自
転
車
が
、
車
間
距

離
を
保
た
な
い
で
、
だ
ん
ご
に
な
っ

て
通
行
し
て
い
る
の
も
よ
く
見
か
け

の
結
果
を
見
て
、
生
比
奈
、
坂
本
両

小
学
校

へ
も
協
力
を
お
願
い
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
交
通
教
室
は
、

学
童
ば
か
り
で
な
く
、
老
人
会
、
保

育
所
、
婦
人
会
で
も
、
ど
し
ど
し
開

催
し
て
町
民
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

た 

の
で
、
そ
の
よ
う
な
会
合
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
あ
ら
か
じ
め
駐
在
所

か
、
交
通
安
全
協
会
の
方
へ
申
し
出

を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

横
瀬
駐
在
村
田
部
長

い
う
え
、
ま
が
り
く
ね
っ
て
い
る
の

で
、
見
と
お
し
も
悪
く
、
今
月
か
ら

正
木
ダ
ム
の
工
事
も
本
格
的
に
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
現
在
の
交
通

量
の
上
に
、
工
事
関
係
車
両
の
通
行

が
ふ
え
ま
す
と
、
朝
夕
の
混
雑
は
も

ち
ろ
ん
、
交
通
の
弱
者
で
あ
り
ま
す

歩
行
者
や
自
転
車
の
人
が
、
交
通

事
故
に
あ
わ
れ
る
こ
と
が
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
自
分
を
守
る
た
め
に
も

自
転
車
に
乗
っ
て
道
路
を
通
行
す
る

場
合
は
、
つ
ぎ
の
き
ま
り
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

付
合
い
図
合
い
図
は
、
自
動
車
、

自
転
車
な
ど
の
運
転
者
が
、
自
分
の

し
よ
う
と
し
て
い
る
行
動
を
、
他
の

車
や
人
に
知
ら
せ
る
た
め
の
道
路
交

通
に
お
け
る
「
こ
と
ぱ
」
で
あ
る
か

ら
、
は

っ
き
り
行
な
わ
な
い
と
、
相

手
に
通
じ
ま
せ
ん
。
と
く
に
右
折
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
(
そ
の
三
0

メ
ー
ト
ル
手
前
か
ら
合
図
を
し
)
後

方
の
安
全
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

口
通
行
区
分
自
転
車
は
、
駐
、
停

車
中
の
車
、
工
事
中
の
個
所
な
ど
を

き
け
て
通
る
場
合
の
ほ
か
は
、
い
つ

で
も
道
路
の
左
側
端
を
通
っ
て
く
だ

さ
い
。

臼
併
進
の
禁
止
原
則
と
し
て
自
転

車
は
一
列
進
行
で
す
。
学
童
が
登
下

電
話
の
"
し
よ
う
ず
な
使
い
か
た

電
話
は
、
使
い
か
た
に
よ
っ
て
は
、

ま
す

0

・
徳
島
県
内
で
は
三
好
郡
へ
の
通
話

だ
け
が
割
引
き
に
な
り
ま
す
。 

-

一
O
O
番
通
話
よ
り
も
ダ
イ
ヤ
ル

通
話
の
ほ
う
が
さ
ら
に
割
安
で
す
。

・
主
な
と
こ
ろ
の
七
円
で
通
話
で
き

る
秒
数 

(
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
の
場
合
)

(
)
は
昼
間
の
秒
数
で
す
。

阿
波
池
田
|
|
一
二

経
済
的
に
も
能
率
的
に
も
た
い

へ
ん

な
速
い
が
生
じ
ま
す
。
く
ら
し
を
よ

り
曲
且
か
に
す
る
た
め
に
い

っ
そ
う
お

役
だ
て
く
だ
さ
い
。

r-
う
ろ
覚
え
は
ま
ち
が
い
の
も
と
。

，、 一
、
ダ
イ
ヤ
ル
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

、
J

電
話
番
号
は
メ
モ
を
見
な
が
ら
、

正
確
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
う
。

-
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
休
ま
ず

つ
づ
け
、

必
ず
指
止
め
ま
で
正
確
に
ま
わ
し
て

巾
員
一

、
五
メ
ー
ト
ル
間
隔
二
メ

ー
ト
ル
置
の
悔
害
物
を
よ
け
て
い

〈
乗
り
方
の
指
導

ま
す
。

回
広
路
優
先
狭
い
道
路
や
自
分
の

屋
敷
な
ど
か
ら
広
い
道
路
に
出
る
場

合
に
は
、
止
ま
れ
の
標
識
が
な
く
て

も、

一
時
停
止
を
し
て
、
広
い
道
路

の
人
や
車
の
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
、

広
い
道
路
に
出
ま
し
ょ
う
。

同
そ
の
ほ
か
・
無
灯
火
の
自
転
車
、

自
動
車
な
ど
に
つ
か
ま
っ
て
走
る
こ

と
、
傘
を
き
し
た
り
、
物
を
手
に
持

っ
て
乗
る
こ
と
、
下
駄
や
木
製
の
ツ

ツ
カ
ケ
を
は
い
て
乗
る
こ
と
、
二
人

乗
り
や
三
人
乗
り
を
し
な
い
こ
と
。

手
ぱ
な
し
運
転
を
し
な
い
こ
と
な
ど

あ
た
り
ま
、
え
の
こ
と
で
す
。

ま
た
。
横
瀬
小
学
校
で
は
、
学
童

が
道
路
で
自
転
車
を
運
転
す
る
場
合

は
、
学
校
で
免
許
を
与
え
る
こ
と
を

検
討
中
で
、
で
き
れ
ば
、
夏
休
み
前

に
試
験
を
し
、
全
員
合
格
し
て
も
ら

い
た
い
と
、
患
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

丸
亀
|
|
一
二

秒

五
秒 
)

高
知
1
|
一
八
秒
(
一 

秒
)

大
阪
|
|
一
八
秒

秒
)

O O

京
都
|
|
一
五
秒 

(
八
秒
)

松
山
|
|
一
二
秒

(六

東

京

|

|

四

秒

(
ニ

ト
五
秒
)

番号はダイヤル前に確かめて一

阿
波
勝
浦
電
報
電
話
局

記
憶
だ
け
に
た
よ
る

ま
ち
が
い
電
話
の
も
と
。

メ
モ
を
見
な
が
ら
正
確
に

ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
う

t

も情。語、
一 。 恒矛

匂p 

巾
員
三

0
セ

ン

チ

距

灘

十

〆

卜

ル
を
十
秒
以
上
で
走
る
正
し
い
乗

り
方
の
指
導

か
ら
自
然
に
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。 

-
ダ
イ
ヤ
ル
後
の
無
音
状
態
は
故
障

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
待
ち
ま
し
ょ
う

0

・
相
手
が
い

つ
も
電
話
機
の
そ
ば
に

い
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

呼
出
音
で
十
回

(三
 

秒
)
く
ら

い
は
待
ち
ま
し
ょ
う
。

-
お
話
し
中
だ

っ
た
ら
、

二 

三
分

O

i

待
っ
て
か
ら
か
け
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

に
、
区
域
外
通
話
の
夜
間
割
引
き

-
六
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
と

こ
ろ
へ
午
後
八
時
か
ら
翌
朝
七
時
ま

で
に
か
け
た
通
話
に
か
ぎ
り
ま
す
。

・
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
、

一 

番
通
話

O
O

い
ず
れ
の
場
合
に
も
割
引
き
が
あ
り
、

¥}〆

、-

(一(一
 

秒

ご

五
秒
)

・
五
秒 
)

V
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t(7) 第36号	 カ為 コ つ ら 昭和48年� 6月1日

昭和48年度婦人学級学習計画

〆『¥

KK K

昭和48年度膏年学級学習計画 昭和48年度高令者学級学習計画

青
年
・
若
妻
)

婦
人
・
老
人
」

}
の
各
学
級
を
開
講
し
ま
す
。

ヘ
受
講
ご
希
望
の
方
は
教
育
委
員
会

/
社
会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
を
」 J

事業名称 勝浦町高令者教室

勝浦町在住の65オ以上の高令者� 100名

実l施回数慰問) 
昭和48年� 5月� 1日~昭和49年� 3月31日� 

9 回)

実施場所 勝浦町住民福祉センター 老人いこいの家

学習内容 方法 開 同聴師・助氏曾者名

開校式、わが郷土再発 揖 圏 �  4~ 名 氏 名
見、ディスカパー勝浦 艶L告ぃ 眠圃 福良健
老人的生きがい

，話し合.い� 5 祉県社事全業福団 町弥一フィルムフォーラム
事

睡揖し告置い� 5 1 ~'/UIl責くらしの中町法俸 大関花干

業
みんなで察し〈 揖実世指織導� 6 指社会導教育員 信野三男 l

新� Lぃ町づ〈ワ 揖話し合瞳い� 6 勝浦町畏 緋楓ーl7 {Iレム 7~ ーラム

の
家庭町人間関係 揖畠L告橿い� 4 住 破滝花性戒

孫孫町と教遊育ぼ内うあり方 揖 揖 �  
5 校 畏相原牢内 話し合い

~得の Uけつ 揖 壇 �  4 役県老適買 桧郷ー
作甘、� 7{ルムフ才一ラム

家役庭割における老人町
話-し合ーい� 5 会奏老人費会 森� E高之

針� 
44 

勘鴫曾師肴 99人人
~圃

月日 学習主題 学習内容形体 ま膏師助言者 勝名地区 県関係

1.オ学映リ画習エ鑑計ンテ画賞イ説シ明ョン5 開講式� 2. 町教育委員会� 
3 

6 同和問題 1.1J1Il~話し合い
県同和対策課
町教育委員会� 

7 青年大会� l青海年行大会、郡子選 睡研リ名ー膏ダ年帽ー� 
2 へ』ヲ

明正 明正選挙と話L 県選管育委、町選管 青研阿年蘇国内立家修� 
8 選挙運動 合い 町教 員全� 

9 青交換年金 上髭勝し町青年金tの 町青勝年青年金教委
合い 上 会教委� 

10 婚前教室
結婚について

未 定
在り方� 

11 社裏して全の人，(4金と9 会事の心得と
料理学校長

話し方

青年同
勝名青年l つどい� 

2 テープル
中(実華料伎理と講習) 建設会木館.竹

マナー 鈴子�  

3 開校式 学習経過&5報告と 町社教育委員会
反省、 し合い 会教育課

一
、
準
優
勝
鉄
脚
チ

l
ム

l
ム

二
区
二
・
八

K

雨
を
つ
い
て
ス
タ
ー
ト
す
る
選
手

勝
浦
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和

四
十
八
年
度
背
年
学
級
若
妻
学
級
、

婦
人
学
級
官
問
令
者
学
級
講
座
を
つ
ぎ

の
日
程
に
よ
り
開
講
い
た
し
ま
す
。

本
町
在
住
の
男
女
青
年
の
方
々
お

よ
び
若
妻
、
婦
人
の
方
々
、
老
人

(
高
令
者
六
十
五
オ
以
上
)
の
み
な

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

さ
ん
が
た
奮
っ
て
受
講
さ
れ
ま
す
よ

※
各
学
習
計
画
表
は
講
師
等
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
変
更
す
る

l
ム
が
日
ご

メ
ー
ト
ル
、
参
加
六
チ 

ろ
の
健
脚
を
競
い
合
い
、
激
戦
の
結

教
育
委
員
会 

果
つ
ぎ
の
チ
ー
ム
が
入
賞
し
ト
ロ
フ

ィ
ー
と
区
間
賞
(
個
人
一
位
)
を
手

に
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
優
勝
、
準
優

勝
、
区
間
貨
の
ト
ロ
フ
ィ
は
、
中
西

県
議
会
議
員
、
堺
町
長
か
ら
の
寄
贈

ニ
と
が
あ
り
ま
す
。

月 学 習 内 ，廿h・
鱗 師 名

号IJ
事業名

午 前 午� f主� 

5 開講式 五月料理教室
青少年間鱈(母親の偉大

き)(子供のしつけ)

徳島市寺島本町� 3
岩野定雄� 

6 婦人学級 梅雨期の料理
①同和問題(学習)

②ポーリング競技大会

県同和対策課長

小松島市内� 

7 11 
7 月 グ〉

家庭料理
美容と体力づくり

実技と話し合い

県鳴門総合運動公閲� 

久 住 勉�  

8 11 
家庭での

スタミナ料理
家庭内の人間関係

家裁調定委員

回福文子先生� 

9 11 
お 祭 グ〉

料理教室

家庭電気器具の知織

秋の交通安全運動

四国電力小松島� 

営 業 線� 

10 
秋の交通

安全運動
秋の料理教室

公害と食品について

(冨IJ食品購入の知機)

県婦人教育指導貝

坂東弥生

婦人学級 正月の料理
料理と人生
くらしの法律

徳島料理教室
鈴木竹子先生� 

2 11 
2 月 グ〉

料理教室

家族の健康管理
成人病について

小松島保健所長� 

佐野茂夫� 

3 閉校式 お節句料理
毎週土曜日家庭の日

実践と学級活動の反省

県教育委員会

町教育委員会

成
績
順
位勝

棚

野

チ 

ム
l

一
、
優

一
、

三

位

勝

浦

中

学

校

チ

一
、
四
位

中
野
鉄
工
チ
ー
ム

一
、

五

位

上

勝

青

年

会

チ

1
ム

一
、
六
位
勝
浦
電
子
チ
ー
ム

区

間

賞

区

間

距

離

O
K

一
区

二

・

奥
口
喜
久
一

平

博

好

三

区

三

・
五 

第
一
回
勝
浦
駅
伝
大
会

雨
を
つ
い
て
走
る

き
る
四
月
十
五
日
、
勝
浦
郡
陸
上

浦
駅
伝
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

競
技
協
会
主
催
に
よ
る
、
第
一
回
勝

町
内

一
周
五
区
間
十
七
、
二
キ
ロ

伊

丹

真

悟

前

回

糟

蔵

五

区

五

・

二

滝

豊

水

タ
イ
ム

八
分
十
五
秒

勝
浦
電
子

十
分
三
秒

棚

野
十
二
分
八
秒

鉄

脚

四

区

三

・

七	 

十
二
分
三
四
秒


勝

中


十
九
分
十
七
秒


棚
野
教

育
委
員
会
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岡
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「
心
の
富
を
持
ち
た

J

O

昭和48年 6月1日� つ ら

い
ま
の
人
は
一
に
も
金
、
こ
に
も

金
と
い
そ
が
し
く
走
り
廻
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
経
済
と
い
う
空
気
の
中

に
人
が
住
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
や
む
を
え
ぬ
金
で
し
ょ
う
。
が
、

L、� 
\~ 

L. 

金
の
た
め
の
犠
牲
が
あ
ま
り
に
も
大

き
す
ぎ
な
い
か
を
思
い
な
が
ら
の
暮

し
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
は
、
父
母
や
他
人
の
愛
を


知
ら
ず
に
生
育
し
、
う
つ
く
し
い
勝


浦
川
は
汚
物
で
よ
ご
れ
、
自
己
利
得


の
み
の
あ
つ
か
ま
し
き
が
む
き
だ
し


に
さ
れ
る
。
現
実
の
故
郷
も
心
の
故


里
も
ま
さ
に
荒
れ
ん
と
し
て
い
る
様


子
が
み
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。


い
つ
に
な
っ
て
も
変
る
こ
と
の
な


い
人
育
の
中
心
的
課
題
は
、
智
情
意


の
円
満
に
調
和
し
た
り
っ
ぱ
な
人
が


ら
づ
く
り
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。


高
校
教
育
で
は
あ
ま
り
に
遅
す
ぎ
、


小
学
教
育
が
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら


ず
、
さ
ら
に 

ニ
ツ
子
の
魂
一


ま
で
'
の
こ
と
わ
ざ
ど
う
り
幼
児

教
育
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
再
発
見
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

初
め
正
し
け
れ
ば
あ
と
あ
と
も
よ
い

わ
け
で
す
。

近
ご
ろ
の
人
々
は
心
に
落
ち
つ
き

が
な
く
な
り
、
な
げ
き
、
う
ら
み
、

ね
た
み
の
心
に
ゆ
れ
動
か
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

物
資
豊
富
の
世
の
中
だ
と
い
う
の
に

で
す
。
こ
れ
で
平
和
と
い
え
る
で
し

ょ
う
か
。
人
(
他
)
を
の
ら
せ
て
自

分
も
の
る
の
か
、
人
を
よ
く
し
て
自

分
も
よ
く
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
人

を
つ
き
の
け
自
分
だ
け
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。
ど
う
や
ら
人
々
は
、
こ

ま
や
か
な
心
づ
か
い
、
以
心
伝
心
、

察
し
、
思
い
や
り
、
礼
の
心
、
つ
つ

し
み
、
い
た
わ
り
、
し
ま
っ
、
感
謝
、

こ
う
し
た
心
の
故
里
を
忘
れ
か
け
て

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、
お
互
い

に
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

ほ
ん
と
う
の
自
分
の
首
都
し
の
工
夫

が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
社
会
の
再

建
、
住
民
福
祉
の
あ
り
方
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
室
い
荷
物

に
は
手
を
か
し
、
互
い
に
な
ぐ
さ
め

あ
い
、
喜
び
は
人
と
分
か
ち
、
失
望

の
人
は
元
気
づ
け
、
他
人
様
の
喜
び

を
自
分
の
喜
び
と
す
る
の
が
よ
い
暮

し
方
だ
と
思
い
ま
す
。

人
聞
の
一
し
よ
う
の
ほ
ん
と
う
の

幸
福
と
は
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
他
人

を
喜
ば
せ
た
か
と
い
う
こ
と
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。
人
聞
は
心
一
つ
で
い

く
ら
で
も
喜
び
も
満
足
も
う
み
だ
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

を
か
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ど
う
や
ら

前

田

知

か
ら
だ
の
不
自
由
を
克
服
し
て

幸

山

住

さ

ん

。
詩
。
を
心
の
支
え
に

そ
の
入
、
幸
山
住
き
ん
(
棚
野
、


四
十
二
オ
)
は
、
十
九
オ
の
と
き
突


然
慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
に
か
か
り


治
療
の
か
い
も
む
な
し
く
二
十
二
オ


で
歩
け
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
も
治


療
を
つ
づ
け
て
き
た
が
、
自
分
の
か


ら
だ
で
あ
り
な
が
ら
自
分
の
も
の
で


な
く
な
っ
た
。
こ
の
あ
ま
り
の
で
き


|ニの人|ご
と
に
生
き
る
こ
と
の
喜
び
、
夢
、

希
望
も
は
か
な
く
消
え
、
そ
の
上
に

三
十
二
オ
で
両
親
と
も
死
別
、
く
る

日
く
る
日
が
淋
み
し
く
悲
し
み
と
の

た
た
か
い
。

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
悩
ん
だ
か

ら
と
て
も
と
の
か
ら
だ
に
返
え
る
こ

と
も
な
く
、
ま
す
ま
す
弱
い
者
に
な

っ
て
し
ま
う
。

手
、
悩
み
を
何
か
に
託
そ
う
と
始

め
た
の
が
砂
詩
。
:
:
:
「
歩
行
不
能

で
孤
独
な
わ
た
し
'
に
唯

一
の
な
ぐ

き
め
は
歌
話
曲 

だ
っ
た
そ
う

で
、
そ
の
歌
詞
を
口
づ
き
ん
で
い
る

う
ち
に
詩
を
書
く
よ
う
に
な
り
、
昭

和
四
十

一
年
か
ら
始
め
い
ま
に
つ
づ

き
、
こ
の
間
昭
和
四
十
六
年

一
月
に

は
、
詩
集 

山
と
の
対
話
。
を
発
行

好
評
を
得
広
く
各
地
か
ら
感
謝
や
激

励
の
た
よ
り
が
寄
せ
ら
れ
現
在
、

ペ

ン
ク
ラ
ブ 

4
ナ
刊
と
く
し
ま 

・
田

園
詩
人
・
日
本
リ
ュ
ー
マ
チ
友
の
会

流
。
・
全
国
の
会
員
に
よ
る
か
地

球
。
の
会
員
に
な
ら
れ
不
自
由
な
か

ら
だ
と
た
た
か
い
な
が
ら
、
ま
た
閉

じ
人
の
た
め
に
も
、
と
ペ
ン
を
に
ぎ

り
つ
づ
け
て
い
る
。

な
お
い
い
、
宇
嗣
府

H

J

ペ

‘

『

膏

一
薬
草
の

サ
フ
ラ
ン
、
リ
ン
ド
ウ
だ
っ
て

H

:
:
:
U

H

¥ー

そ
こ
で
、
こ
の
苦
し
き
、
心
の
痛

...噌---同 
む こ 意 や 神 花 い 寄 雑 ご カ 話 思 薄
くこ中つのでじり草ら をしは禦
もろの と恵さら添のん 持 か ず 色
つが人めみんしつな な つ 't グ〉

て のぐの~いでかき てず花
より小ロ母いでい し、』こ カず

う逢き乞子る るは咲�  
U、

く
る
ょ にえなよ草 し、:ん

/:、に:aう た 造 立 を

恩 よぞ なれ
えし、 し、し、

た る 丈f 
..時..  

や
か
な
落
ち
つ
き
と
う
る
お
い
の
あ

る
心
の
世
の
中
を
つ
く
る
こ
と
に
力

心
と
い
う
無
か
ら
の
う
み
だ
し
に
必

互
い
励
み
ま
し
ょ
う
。
豊
か
な
心
か

ら
は
隻
か
な
物
資
さ
え
も
う
み
だ
せ

る
も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
を
よ
い
創

造
心
と
い
い
ま
す
。
の
ど
や
か
な
伸

と
な
り
ま
し
ょ
う
。

政
治
の
大
目
標
も
こ
の
辺
に
し
ぼ
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
世
相
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。
み
ん
な
の
心
が
富
め
ば
、

勝
浦
町
も
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
極
楽

(
県
果
樹
試
験
場
長

一
炎
天
下

一
岩
松
が
生
命
の
噌
ぎ
を

一
握
り
こ
ぶ
し
の
よ
う
に

一
表
現
し
て
い
る

一

一
滴
も
水
を
あ
げ
ら
れ
な
い

一
こ
こ
ろ
は
い
ら
立
ち
わ
た
し
は
思
う

一

一

ひ

と

握

り

の

.

一
土
も
水
も
な
い
岩
の
上
で

一
人
間
だ
っ
た
ら
|
|
と

〈
偉
大
な

こ
の
自
然
の
歩
み
こ
そ

生
き
る
者
す
べ
て
に

何
か
を
克
明
に

教
え
よ
う
と
し
て
い
る

そ
し
て

つ
ゆ
草
や
す
み
れ
も

花
が
咲
い
た
ら
と
て
も
き
れ
い
だ

け
れ
ど
も
恥
じ
ら
う
よ
う
に

花
ぎ
く
ろ
の

小
さ
な
笑
が

微
風
に
揺
ら
い
で
い
る
の
は

な
お
か
わ
い
ら
し
い

微
笑
が
こ
ぼ
れ

感
動
が

こ
こ
ろ
を
豊
か
に
し
て
ゆ
く
の
だ

ら� j忘
れき
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図

。
勝
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
い
に
活
躍
。

体
育
協
会
だ
よ
り

四
月
二
十
九
日
(
日
)
に
地
区
別

対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

五
月
六
日
(
日
)
に
地
区
別
対
抗

軟
式
野
球
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ

(女子)野
醸
の
部

優

勝

棚

野

チ

ー

ム

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
優
勝
、
準
優
勝

チ
ー
ム
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
野
球
の
優

勝
チ 

ム
に
優
勝
旗
と
金
一
封
、
準

l

優
勝
に
金
一
封
が
そ
れ
ぞ
れ
会
長

(
西
浜
勝
己
)
よ
り
渡
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
体
育
協
会
は
、
町
民
の
体

位
向
上
と
健
全
な
体
育
の
振
興
を
は

か
る
目
的
と
、
明
る
い
町
づ
く
り
の

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

体
協
は
自
主
的
団
体
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
町
民
の
多
数
の
参
加
を
お
願

先
に
(
五
月
三
日
)
行
な
わ
れ
た

徳
島
県
春
季
選
抜
少
年
野
球
大
会
に

坂

本

与
川
内

中

山

黒
岩
(
欠
場
)

棚

野

中

角

横

瀬

久

国

皇

谷
今

山

生

名
忍

工

中山与横星棚生久根
西川

角 f骨内瀬谷野名国本

(生小グラウンド) (勝中グラウンド)

た申
勝
浦
タ
イ
ガ 

ズ
l

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

*
生
比
奈

ム

れ
ま
し
た
。

ム
と
も
熱
戦
の
う
ち
盛
大

ま
し
た
。

l

L l

各
チ

チ 

に
終
了

県
下
三
十
ニ
ヂ
|
ム
中
、
生
比
奈

チ 
l
ム
は
、
第 
-
回
福
島
チ

l
ム
同

十
二
対
十
で
勝
ち
進
み
、
第
二
回
戦

七
対
八
で
八
万
フ
ァ
イ
タ
|
ズ
に
惜

敗
、
涙
を
呑
ん
だ
が
全
員
元
気
い
っ

ぱ
い
、
明
日
へ
の
活
躍
を
奮
い
合
っ

た。
一
方
堺
微
監
管
の
ひ
き
い
る
勝
浦

タ
イ
ガ 
1

ズ
は
、
第
一
回
、
第
二
回
、

第
三
回
戦
、
準
決
勝
に
勝
抜
き
、
五

月
六
日
小
松
島
市
営
球
場
で
行
な
お

れ
た
優
勝
戦
で
、
松
茂
コ
ン
ド
ル
に

三
対
一
で
お
し
く
も
破
れ
る
。

大
会
出
場
チ 
l
ム
中
よ
り
優
秀
選

手
三
人
が
選
ば
れ
、
そ
の
う
ち
勝
浦

タ
イ
ガ
|
ズ
よ
り
二
人
(
呑
口
敏
夫
、

定
作
俊
英
)
が
優
秀
選
手
に
選
ば
れ

5/3 l回戦 勝浦タイオーズー内町ジャイアン、y 4 -1 

5/5 2回戦 勝浦タイガーズ城東クラプ  3 -1 

5/5 3回戦 勝浦タイガーズ一助任ホークス  7 -1 

5/6 準決勝 勝浦タイガーズー海北千ーム  4 -1 

5/6 決勝 勝浦タイガーズー松茂コンドル  1 -3 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

バ
レ
ー
の
部

優
勝
(
男
子
)
坂
本
チ 

ム
l

(
女
子
)
生
名
チ
ー
ム

準
優
勝
(
男
子
)
生
名
問
チ
ー
ム

(男子)

(
女
子
)
中
角
チ
ー
ム

山
西

横

瀬
(
B
)

坂

本
生
名

生
名

久

国
(
B
)

{
A
)

山
西 
(
A
)

由 

色川

F

熱
戦
の
女
子
パ
レ 
l
チ 
l
ム

勝
浦
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

教

訓

少
年
野
球
を
通
じ
て

立

派

な

子
供
を
育
成

す
る
た
め
に

準
優
勝
中
角
チ

l
ム

い
し
ま
す
。

(
行
事
予
定
)

ポ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
映
画
鑑
賞
、

(教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
)

(男子)

勝
浦
町
青
年
会

定
期
総
会
終
る

四
十
八
年
度
初
総
会
は
五
月
九
日

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
午
後
八
時
か
ら
勝

浦
町
社
会
教
育
の
先
生
、
先
輩
五
十

四
名
の
会
員
で
行
な
わ
れ
た
。

本
年
度
会
員
数
約
九
十
名
、
四
十

八
年
度
活
動
方
針
、
事
業
計
画
、
予

算
の
件
に
つ
き
活
発
な
意
見
交
換
が

行
な
わ
れ
だ
。

四
十
八
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
年
は
青
年
会
、
青
年
学
級
と
へ

イ
コ
ウ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
を

行
な
い
ま
す
か
ら
町
内
会
員
の
み
な

き
ん
、
そ
れ
以
外
の
方
も
自
由
に
き

て
く
だ
さ
い
。
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
限
り
な
く
伸
び
る
た
め
進
ん
で
実
捜
す
る

一
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
友
情
を
も
ち
仲
よ
く
す
る

一
、
社
会
の
ル
l
ル
を
守
り
何
事
に
も
よ
く
考
え
る

青
年
大
会
(
体
育
、
芸
能
、
文
化
)

勝
名
地
区
青
年
の
集
い
、
町
内
外
青

年
交
換
会
、
勝
浦
祭
、
社
会
見
学
、

学
習
会
、
茶
道
入
門
、
交
通
安
全
、

差
別
に
つ
い
て
、
町
内
美
化
等
。

l

本
町
か
ら
勝
浦
タ
イ
ガ
|
ズ
と
生
比

奈
チ 

ム
が
出
場
。

委主
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を
ま
ず
一
番
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

材
料
を
柔
か
く
す
る
カ
も
あ
り
ま
す
。

ま
る
み
を
つ
け
る
砂
糖
も
早
い
う
ち

に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
み
り
ん
を
使
う

と
き
は
酒
は
は
ぷ
き
ま
す
。

シ
の
塩
材
料
を
ひ
き
し
め
る
塩
は

そ
の
つ
ぎ
に
。

ス
の
酢
香
り
や
酸
味
は
あ
ま
り
加

熱
す
る
と
、
と
ん
で
し
ま
い
、
早
く

入
れ
て
は
不
経
済
で
す
。

セ
の
醤
油
材
料
を
引
き
し
め
香
り

を
生
か
す
に
は
、
四
番
目
位
が
適
当

で
す
。
煮
物
の
時
は
二
、
三
回
に
わ

く
ら
し
の
メ
モ

置墨書冨
コ
け
」
ア
ク
セ
サ
リ
ー

に

川

」

の

ち

え

-
な
に
か

つ
け
て
い
な
く

て
は
も
の
足
り
な
い
。
そ

の
と
き
一
つ
の
ブ
ロ
ー
チ

が
、
一
つ
の
ペ
ン
ダ
ン
ト

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
全
体
が

生
き
て
く
る
、
そ
れ
が
ア
ク
セ
サ
リ

ー
の
基
本
で
す
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と

い
う
場
合
、
な
に
も
宝
石
で
な
け
れ

ば
と
考
え
る
必
要
は
な
く
、
装
飾
美

そ
の
も
の
と
考
え
、
時
と
所
に
よ
っ

て
は
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
(
外
国
で
も

そ
う
)
で
も
よ
い
の
で
す
。

-
買
う
場
合
は
、
ま
ず
、
破
損
し
た

と
き
修
理
し
て
く
れ
る
信
用
の
あ
る

勝

浦

…税
制
毎
制
軒
当
俳
ハ
ガ
キ
で
一
一

稼
勢
広
夫
(
都
S
R
)

町
内
在
住
の

方

に

限

り

ま

す

.

、

五
月
引
け
お
川
品
川
1
1リ
]
…
…

た
ム
ダ
毛
が
と

れ
る
の
で
す
か

お
く
や
み
申
し
ま
す

ら
、
よ
く
取
り

除
い
て
こ
そ
、

岡

田

見

一

甜

オ

美
し
い
色
が
楽

相

原

ツ

ル

し
め
ま
す
。
使

お
誕
生
お
め
で
と
う

大

久

保

満

義

侃

い
始
め
一
週
間

尾

崎

巌

臼

ぐ
ら
い
は
続
け
て
掃
除
機
を
か
け
る

立

岩

甚

太

乃

刀

か
、
座
敷
箸
の
先
を
切
り
そ
ろ
え
て
、

し
っ
か
り
き
せ
た
も
の
で
掃
く
と
よ

い
の
で
す
。

嘩


時
々
た
た
〈
普
段
の
手
入
れ
は
掃

除
機
を
か
け
、
月
に
一
度
ぐ
ら
い
裏

か
ら
棒
で
た
だ
い
て
ほ
こ
り
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

ま
で

汚
れ
が
見
え
で
き
た
ら
住
居
用
洗

剤
で
布
を
堅
く
絞
っ
て
ふ
き
ま
す
。

特
に
汚
れ
た
部
分
は
洗
剤
液
を
泡
立

歌

壇

生

名

丸

山

香

月

て
て
ブ
ラ
シ
で
掃
く
よ
う
に
こ
す
る

わ

が

心

霊

く

い

し

と

き

煤

煙

は

春

の

曇

り

の

中

よ

り

降

る

も

…

と
取
れ
ま
す
。
あ
と
は
お
湯
で
絞
っ

沼

江

大

岡

小

枝

川

/
/
¥
a

た
布
で
洗
剤
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
れ
る

腰
に
吊
る
柄
拘
定
鋲
身
に
添
わ
ず
夫
に
教
わ
る
手
も
と
危
ふ
し

ま
で
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